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１．はじめに 

エンベデッド技術は、多種多様な電子製品に使

用されており近年のモノ作りにはなくてはならない技

術となっている。 
エンベデッド技術を大きく分けるとハードウェアとソ

フトウェアに分けることが出来る、特にエンベデッドソ

フトウェアは近年でもっとも成長した技術といえる。そ

の要因として製品開発時にかかるコストの違いがあ

る、ソフトウェアの機能向上はハードウェア（機械）の

機能拡充に比べて低コストで開発が出来るため開

発量が急増している。 
一方で、開発期間の短縮化・高品質化といった厳

しい要求が突きつけられており、この要求に応えら

れる技術者の人材不足が深刻な問題になっている。 
本研究では、エンベデッド技術者育成を目標とし

た教育プログラムを開発する。 
 
2．エンベデッド技術者に要求される能力 

教育プログラムを開発するにあたり、エンベデッド

技術者に要求される能力を分析した。図 1 にその結

果を示す。 
 

 
図 1 エンベデッド技術者に要求される能力 

 
 本教育プログラムは実習による実験からエンベデ

ッド技術を身につけさせることで入門者へ適用を目

指す。 
 
３．レゴ マインドストーム NXT 

実習に使うロボット製作キットとして、レゴ マインド

ストーム NXT を使用する。 
レゴ マインドストームとはレゴ社が米国マサチュ

ーセッツ工科大学と共同開発した科学技術を学習

するロボットキットである。ロボットの心臓部である「Ｎ

ＸＴ」と呼ばれるマイクロプロセッサーが組み込まれ

ており、これにプログラミングすることによって、レゴ

ブロックで組み立てた自律型ロボットは自由でユニ

ークな動きができる。 
 

４．教育プログラムの開発 
図 1 において技術者が⑥アルゴリズムを考えると

き①～⑤の知識が同時に要求される。このことが、

就学者がエンベデッド技術を習得するのに多くの時

間が必要とされる原因であるといえる。 
開発する教育プログラムでは、工学入門者に対し

てエンベデッド技術を育成するため、①～⑤の負担

をマインドストームにより軽減し、アルゴリズムを考え

る能力を育成することに重点を置くこととする。 
これにより低学年の時点である程度アルゴリズム

を考える能力を身につけた学生が育成できることに

なり、学年が進むことで①～⑤の知識が得られた時

点でエンベデッド技術者として得た知識を使えるよう

になる。 
レゴ マインドストーム NXT を低学年実験への導

入を目指し、開発を行った教育プログラムの手順を

後に示す。 
ⅰ 目的を知る。 
ⅱ 仕様や制約条件を知る。 
ⅲ アルゴリズムを考える。 

このように 3 つの作業に順番をつけることでアルゴ

リズムが理解しやすくなり、高度な要求に答える力が

つく。 
 
 ５．まとめ・今後の発展 

本研究ではエンベデッド技術に要求される能力を

解析し、教材の選定エンベデッド技術習得に向けた

アプローチについて検討した結果を基にマインドスト

ームを効率よく低学年に用いる教育プログラムを開

発した。今後は、具体的な指導教材を作成すること

で開発したプログラムの実現をする。 
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